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本研究は、学術情報をナレッジグラフで可視化することで、異分野にわたる学際的な研究テ

ーマ発見を支援する技術の構築を目指している。 

学術論文の引用関係や共著関係を用いたグラフは数多く研究されているが、それらでは異分

野間の関係性はとらえられない。本研究では、論文タイトルやアブストラクトから理論・技術

（シーズ）と対象課題（ニーズ）を抽出する手法や、背景/目的あるいは手法を説明している文

を抽出する手法を開発し、各論文が用いている手法、対象としている問題、研究の目的などに

着目したナレッジグラフや推薦システムの構築を達成した。 

これらの成果は、要素技術を開発するだけでなく、それを応用したデモシステムを実際に構

築してその有用性を示しており、さらに国際会議のデモペーパーなど多数の対外発表を行って

いる。独創的かつ実応用に近いシステムが構築されているため、今後様々な分野への展開や、

実際のユーザのための実運用や評価など、学術界に対して大きな貢献が期待される。 


